
沖合漁場開発調査

（ヤリイカ資源調査）

北沢博夫・村山達朗

はじめに

底魚資源の乱穫状態の中で，イカ類（ヤリイカ，シロイカ，スルメイカ）の漁獲比率は増加し，

現在では30％前後を占めているが，そのうちヤリイカについては近年漁獲型が減少してきていろ。

この現象については，資源の舌ulZi，自然変動（環境あるいは資源）という二つの要因が考えられ

ろ。もし，乱痩であるとするならば，他の底魚が平均世代時間も長く資源回復に時間を要するのに

対し，ヤリイカは年魚であり，資源保護，資源管理の手法によっては比較的短期に資源回復の可能

性がある。その可能性および乱獲か自然変動かという問題を明らかにするためには，ヤリイカの生

態を知る必要があり，５８年以降トロール調査，市場調査を実施してきた。前年度報告では，島根県

におけるヤリイカ漁業の概要と分布水深や成長と成熟について若干報告した。本報告では前年度不

十分であったトロール調査を再度実施した結果，および市場調査結果について概要を報告する。

1．トロール調査

材料と方法

１９８４年５月から

１９８５年３月までの期

間に，試験船島根丸

（139t)で11航海９８

曳網のトロール調査

を実施した（付表に

今年度の操業記録を

示す)。漁具図は前

年度報告したが，操

業記録に記した深海

型とは57年度報告書

に報告したグランド

ポビンの大型の網で

ある。調査期間中の
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全曳網点を図ｌに示したが，浜田，高山沖は月により操業点数は異なるものの５～３月（ただし，

１１，１月は欠測）のほぼ周年調査し，その他の海域は７月に調査を行った。曳網時間は原則として

30分曳にしたが，操業地点によっては瀬の出現等で曳網時間に多少短縮のある場合もあった。

曳網終了後，ＤＢＴにより表層から底層までの水温観測を行い環境指標とした。漁穫物は主要な

ものについては船上で選別の上，計数，計測し，その他のものについては無作為に標本を抽出した。

イカ類（ヤリイカ，シロイカ）については全壁（多獲された場合は無作為抽出）標本とした。標本

は船内で氷蔵し，実験室に持ち帰り，冷凍保存の上適宜生物測定を行った。

結果の慨要

本年度は調査回数，標本数が多く，現在資料の検討中であり，詳細は改めて報告の機会を持ちた

い。ここではヤリイカについて，本年度結果の概略を報告する。

１）ヤリイカの分布図２にトロール調査におけるヤリイカの入網状況を示した。月別にその出現
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図２ヤリイカ分布の経月変化
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状態を述べていくと，５月には水深100～120ｍに成熟したものが極少数分布しているが，６月に

なると採集は０となる。７月には本年度初めて日本海南西海域の調査を行ったが，見島西沖から隠

岐東海域にかけてヤリイカの分布がみられた（ただし，隠岐西海域では採集０）。分布水深は100

～140ｍで，浜田沖では140ｍが多く，他の海域では120ｍに分布水深がみられた。魚体はモード

で北浜沖が６～７ｍ，隠岐東が６LJiU，浜田沖と山口沖が４～５Gm【と海域間に若干の差がみられた。

８月以降は浜田，高山沖の定線調査を実施したが，８月には140ｍのみ，９月120～150ｍ，１０月

は１４０～180ｍと秋になると分布水深，分布域を広げていく傾向にある。１２月と２月は調査点が少

なく，分布範囲は判断できないが，１２月の130ｍで－曳網当り約1500尾と最大の分布密度を示した

ように，密度が大きくなっていく傾向がみられろ。３月には分布密度は小さくなるが，分布範囲は

広くなっているようにみられる。

後述するように，１２月から３月の標本はほとんどが成熟している成体であった。

図３に漁場環境の－指標として，水温断面図と採集尾数を示した。これをみろと，未熟期（未成

体）である１０月には４°Ｃ～１５°Ｃという幅広い水温帯に生息分布しているが，２，３月という成熟

期においては９°Ｃ～13℃で出現しｂ
Ⅲ

未熟期に比べて出現水温帯が狭い

ように思われろ。

２）未成熟期から成熟期の生態

椎仔期については本年度調査を

実施しなかった。また，幼体期に

ついても系統的な調査は行わなか

ったが，1984年５月２３日,浜田近

くの敬川沖40ｍの瀬ワキで'0～３

２５”の幼イカを板曳網で採集した。
雛

また，６月29日県中部海域の大社

湾で，水深52ｍの地点で中層30ｍ苔

にあるＤＳＬをトロール操業し，

イワシ幼魚類とともに15～47〃

（モード20～252TzU）のヤリイカ稚

仔を採集した｡大野他Pによれば出

雲東部では４月から８月までヤリ

イカの幼椎仔が水深100ｍ以浅に

出現し，成長に従って浅海域から

深所へ分布域が移動するとされろ。

本年度の調査については図４に 図３水温分布とヤワイカ採集尾数
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図４ヤリイカの水深別体長組成



９月から２月の水深別ヤリイカの体長組成を示した。前年度報告でも述べたように，未熟期は沖合

に大型群，成熟産卵期には沖合に小型群，沿岸に大型群という分布を示す。この沖合群と沿岸群が

同一群だとすれば，孵化した惟仔は成長とともに分布域を沖合に広げていき，ＭＬ１５”前後で産卵

行動のため，沿岸への移動を始めろという生態が考えられろ。

３）産卵生態トロール調査の採集物として，浜田，高山の水深120～140ｍでヤリイカの卵ノウと

思われるイカ類の卵ノウを５月に多数採集した（入網したアナゴ篭に付着したり，網地に付着して

いた）。ヤリイカについては松井2>を除いて，極沿岸に産卵すると報告されている3.4)が，ヤリイカ

卵ノウと思われる卵ノウの採集はそのことに疑問を抱かせろ。また，横山？奥谷6)は交接と産卵が

同所的に短期間に行われろと報告しており，その説に従えば，トロール調査時に２，３月に水深120

～140ｍで採集された交接雌は当水深域で産卵しているものと考えられろ。少なくても，当海域で

は沿岸だけでなく沖合で

の産卵も示隆される。

産卵期間中の産卵回数

については不明であるが

本調査で採集した２月の

雌の生殖腺指数の度数分

布（図６）からみろと，

交接雌（輸卵管内への精

キョウ.の植込み個体のみ

で，周口膜上の交接痕に

ついては精査しなかった）

のＧ・Ｒは11～１２と１８～

19付近にモードを持つ二

峰形の分布を示す。また

図６の下段に示した浜田

の定置に入網した雌のＧ

．Ｒはトロール採集物の

それと比べろと，高い値

の個体が少ない。以上の

ことよりヤリイカは産卵

期間中，一度に産卵を終

えるのではなく，少なく

とも２回以上に分けて産

卵するものと推測されろ。
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４）成長図７に1984

年５月から1985年３月

までに得られたヤリイ

カ標本の平均体長と標

準偏差を示した。この

うち，５月および６月

は先に述べたように調

査対象外の海域で得ら

れた標本である。

８月までは性別は不

明であり，９月以降に

性の判別できる個体が

出現する。これら一連

の標本が同一群だとす

れば，平均体長の時間

的変化は当海域のヤリ

イカの成長を示してい

るものと考えられろ。

成長過程は，６月か

ら10月と１２月から翌年

２月に急激な成長がみ

られ，雌に比べて雄が
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図７ヤリイカの平均体長と標準偏差の経月変化

大きく成長する。本年は２月に平均体長が最大となったが，前年調査では３月に平均体長が最大と

なった。その最大の平均体長はほとんど差はなく，本年がML194“前年が193”zであった。２月

から３月に平均体長が約２ｍも小さくなることは（雄で４“雌で0.2噸)，成長過程を示すうえ

で疑問を生じろ。これについて詳しくみるために測定組成を漁痩量により引き延ばして求めた各

月の体長組成を図８に示した。これをみろと，２月と３月の体長組成では，雄について２月にみら

れたＭＬ２５(JwI以上の大型個体が３月には出現しないこと，また，２月にはあまりみられなかった１５

噸前後の小型個体の出現がみられろ。雌については雄ほど特徴的な傾向はみられないが，大型個体

の減少，小型個体の増加という傾向が若干みられろ。

さて，1985年２月のトロール調査と同時期に定邇網に入網したヤリイカの体長組成を図４に示し

ておいたが，これをみろと，定置網ではトロール調査でほとんど採集されない35噸以上の大型雄が

入網している。また，トロールの水深別体長組成でも水深の浅いほど大型雄が多いことから，２月

の大型個体が３月にみられないのは沿岸に接岸し，調査海域に大型群がいなくなったためではない

－３５－



（

明

○
○
十
不

一
函
□ １９８４．４

，＝５６

鰄脈
５

，＝２１

(８３早'B）

1１ ６

，＝５０

７

，＝193(浜田沖
折線一全点。、＝９９４

拠
巡
蝋

ZＯ

１０

８

，＝５８

(合４ノ

２０

１０

０
５

１

９

，＝４３０

里塑呂旦▲）
１０

，＝３５４

型1幽旦9ノ
１１

是二菫…
－

１９８５．１

０
５

１

２

，＝４７５

(合'929283

０
５

１

蝋 ３

，＝３４２

(舌809262ノ
ー￣－

３５▲｡

０
５

１

1０１

ＭＬ（ｃ、）

図８トロール操業によるヤリイカ体長組成の経月変化

－３６－



かと考えられろ。しかし，３月の水深別体長組成をみる限りにおいては，水深の浅い程大型個体が

多いという傾向はみられず疑問の残るところである。

また，１５”前後の小型雄の出現は２月にも３月にもみられるが，３月の方が頻度も個体数も多く

新たな加入群とも考えられるが現段階では資料不足である。

2．市場調査

ヤリイカについて沖底業者は２段から小散まで９～10種の銘柄に区分しており，それらの銘柄別

漁痩量を利用して，沖合底曳網で漁痩されるヤリイカの体長組成等の推定を行う目的で，市場に水

場されたヤリイカの銘柄別測定を行った。本年は調査回数も少なく，深く検討するまでに致ってい

ないが，結果の概略を表ｌに示した。

表１浜田港市場ヤリイカ測定結果

ＭＬ 雌雄比(８：９)|成熟率(8,9）調査日
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